
同
会
場
で

敬
称
略

成　

  

績

お
寿
司
で
記
念
班
会

西
原
新
町
11
︱

１
、
東
原
新
町
13
班

２００回
達成午後の

内科系救急外来
毎日対応可能に

健
康
チ
ェ
ッ
ク

５
０
０
人
が
熱
戦
・
交
流

　新年度の内科の医師体
制は、昨年度とほぼ同体
制となり、通常診療が可
能となりました。
　また、一部閉鎖してい
ました午後の内科系救急
外来の対応が可能となり
ました。
　救急外来の受診をご希
望の方は、来院前に必ず
電話連絡をしてから受診
をお願いいたします。

揺
せ
ず
じ
っ
く
り
話
を
聞
か
れ
て

お
り
ま
す
。
先
日
の
医
学
生
実
習

で
も
、
手
術
し
た
患
者
様
自
身
が

大
変
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分

の
体
験
を
通
し
て
将
来
の
医
師
と

し
て
の
基
本
姿
勢
を
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

地
域
の
医
師
研
修
施
設
で
あ
る

中
央
病
院
で
は
、
医
師
自
身
が
地

域
の
方
々
の
暖
か
い
言
葉
か
け
を

受
け
な
が
ら
診
療
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
と
向
き
合
い
な
が

ら
診
療
と
医
師
養
成
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
沼
田
地
域
で
外
科
診

療
を
は
じ
め
、
一
番
に
驚
い
た
の

が
人
の
心
の
広
さ
で
す
。

  

「
手
術
」
と
い
う
人
生
で
大
き

な
転
機
の
説
明
で
あ
っ
て
も
、
動

し
、
う
ち
42
人
が
陽
性
で
陽
性
率

6.5
％
で
し
た
。

　

実
習
中
の
医
学
生
さ
ん
か
ら

「
生
活
改
善
と
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
班
会
は
と
て
も
有
意
義
で
す

ね
」
と
感
想
。
参
加
者
か
ら
「
医

師
と
し
て
ぜ
ひ
利
根
中
央
病
院
に

来
て
ね
」
と
熱
烈
ア
プ
ロ
ー
チ
も

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
総
代　

得
能
淑
子
）

　

２
０
０
回
記
念
と
い

う
こ
と
で
お
寿
司
を
取

っ
て
お
祝
い
の
班
会
。

16
回
行
っ
た
温
泉
班
会

や
毎
月
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
話
題
等
の
健
康
談

話
や
想
い
出
話
な
ど
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

21
年
間
の
軌
跡
と
し

て
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク

を
ま
と
め
て
み
る
と
の

べ
６
４
４
人
が
検
査

　

医
療
生
協
の
特
徴
を
活
か
し
た

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
は
今
年

も
賑
や
か
で
す
。

　

歯
科
医
師
に
よ
る
口
内
チ
ェ
ッ

ク
を
は
じ
め
、
保
健
委
員
に
よ
る

血
圧
や
内
臓
脂
肪
チ
ェ
ッ
ク
に
、

の
べ
１
８
９
人
が
足
を
運
び
、
健

康
状
態
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
み
な
か
み
に
歯
科
が
で
き
て

嬉
し
い
」「
血
圧
が
い
い
か
ら
ス

コ
ア
も
伸
び
そ
う
」「
去
年
よ
り

体
内
年
齢
が
若
く
な
っ
て
良
か
っ

た
」
と
対
話
が
広
が
り
ま
し
た
。

●
団
体
戦
（
支
部
対
抗
）

　

１
位　
薄
根
支
部

　

２
位　
片
品
支
部

　

３
位　
沼
田
西
支
部

●
個
人
戦

　

男
性
の
部
（
支
部
）

　

１
位　
青
木
靖
衛
（
沼
田
西
）

　

２
位　
今
井　

隆
（
薄
根
）

　

３
位　
小
林　

淳
（
沼
田
北
）

　

女
性
の
部
（
支
部
）

　

１
位　
山
田　

照
子（
沼
田
南
）

　

２
位　
渡
辺
美
恵
子
（
高
山
）

　

３
位　
武
井　

順
子
（
利
南
）

　

大
会
は
、
岸
良
昌
み
な
か
み
町

長
や
星
野
寛
県
議
か
ら
激
励
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
競
技
開
始
。

　

早
速
「
真
っ
す
ぐ
行
け
」「
強

す
ぎ
た
〜
」「
よ
し
入
っ
た
！
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
が
会
場
内

に
こ
だ
ま
し
、
終
日
活
気
で
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
の
参
加
者
も
グ
ル
ー

プ
内
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
プ

レ
ー
。「
小
雨
で
も
来
て
良
か
っ

た
。
今
年
は
協
会
に
入
っ
て
練
習

し
た
い
」「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

来
年
も
企
画
し
て
欲
し
い
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
大
変
好
評
で
し

た
。

　

５
月
10
日
（
火
）、
利
根
保
健
生
協
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
み
な
か
み
町
総
合
運
動
場
で
開
催
さ

れ
、
お
よ
そ
５
０
０
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

「
大
会
参
加
費
の
一
部
を
震
災
の
義
援
金
に
」
と
の
呼
び

か
け
で
約
12
万
円
が
寄
せ
ら
れ
、
早
速
医
療
福
祉
生
協
連

に
送
金
し
ま
し
た
。

師
、
職
責
者
全
員
が
自
分
の
分
野

を
担
当
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
技

術
面
の
講
義
実
習
は
も
ち
ろ
ん
、

民
医
連
、
医
療
生
協
の
運
動
面
の

理
念
教
育
も
重
視
し
て
い
る
。
医

療
安
全
、
事
故
対
応
か
ら
組
織
活

動
、
社
会
保
障
活
動
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
講
義
を
行
っ
た
。
受

け
る
新
人
も
大
変
だ
が
先
輩
も
一

生
懸
命
準
備
を
行
い
語
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
語
り
の
中
で
自
ら
の
活
動

の
意
味
合
い
を
再
度
学
び
深
め
て

い
く
▼
大
き
な
組
織
と
な
っ
た
利

根
保
健
生
協
で
は
、
常
に
新
た
な

職
員
を
受
け
入
れ
な
が
ら
次
の
展

開
を
目
指
し
組
織
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
要

は
人
で
あ
り
、
い
き
い
き
と
元
気

で
働
く
姿
で
な
け
れ
ば
患
者
さ
ん

も
病
気
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
▼
接
遇
教
育
と
い
う
が
、
患

者
さ
ん
が
ホ
ッ
と
し
て
納
得
し
て

安
心
で
き
る
医
療
を
「
も
て
な
し

の
心
」と「
癒
し
の
心
」で
受
け
止

め
、
支
え
ら
れ
る
職
員
で
あ
る
よ

う
な
教
育
が
必
要
だ
。
接
遇
は
表

面
的
な
も
の
で
は
な
い
、「
心
」
で

あ
る
と
信
じ
て
後
輩
に
は
教
え
て

い
る
▼
明
治
の
偉
人
で
あ
る
後
藤

新
平
は
「
財
を
遺
す
は
下
、
事
業

を
遺
す
は
中
、
人
を
遺
す
は
上
な

り
、
さ
れ
ど
財
を
な
さ
ず
ん
ば
事

業
保
ち
難
く
、
事
業
な
く
ん
ば
人

育
ち
難
し
」
と
説
い
た
。
さ
す
が

時
代
を
作
っ
た
偉
人
の
含
蓄
は
重

い
。
人
を
育
て
人
の
力
で
困
難
を

乗
り
切
り
次
の
時
代
を
切
り
開
い

て
い
く
。
利
根
の
地
で
も
全
国
の

連
帯
の
元
、
職
員
、
組
合
員
の
力

を
あ
わ
せ
て
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。（
中
）

　

利
根
歯
科
診
療
所
で

は
、
研
修
医
が
４
人
も

入
り
活
気
づ
い
て
い
る
。

先
輩
と
し
て
歯
科
医

一人は万人のために 万人は一人のために

急に暑さが増し、脱水症状になることが要注意です。抵抗力が弱い子どもや高齢者は、「熱中症」に気をつけましょう。

（１） 第501号2011年６月１日（毎月1回1日発行）

利根保健生活協同組合
発行人　都  築　  靖　　発行部数　21,400
編　集　「利根の保健」編集委員会

〒378−0053  沼田市東原新町1855番地の1
☎0278（22）4321　  FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院
利 根 歯 科 診 療 所
老 人 保 健 施 設 と ね
とね訪問看護ステーション
片 品 診 療 所

☎（22）4321
☎（24）9418
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（58）3910

事業所

片品村鎌田

利根保健生協　2011 年４月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・26,290 世帯
出 資 金 額・・・・1,221,611,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・46,466 円

◆出資金一世帯平均で全国目標の
　５万円達成をめざしましょう

理事26名　監事3名　総代206名　班長1331名　保健委員1723名
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名

５
０
０
人
が
熱
戦
・
交
流

震
災
義
援
金
に
12 
万
円

グラウンド
ゴルフ大会

　立川相互病院（東京）
外　科

長　野　佳世子

支
援
医
師
の
紹
介

お
寿
司
で
記
念
班
会

●
特
別
賞
（
男
女 

各
１
名
）

左から 山田さん、渡辺さん、武井さん
　 深津　泉さん　 星野フサさん
（88歳・月夜野西）（86歳・利南）

左から 青木さん、今井さん、小林さん



社会保障・平和活動
経営活動

医療・介護活動

一人は万人のために 万人は一人のために

高血圧などの持病のある高齢者は、血管が緊張して脳卒中になることが多い。頭がボーとして、頭痛・めまい・嘔吐をしたら、安静にして救急車を呼びましょう。

（３） 第501号2011年６月１日（毎月1回1日発行）

４月班会開催一覧
支部名 班　名 班  長  名 人数 班会内容
沼田東 材木町11 小林　永久子 7 入れ歯の話

材木町1 小 野   の ぶ 4 お花見
上原新町6-1 片桐　智代江 3 高血圧の話・体組成チェック
上原新町6-2 村 田 　 定 蔵 3 高血圧の話・体組成チェック
上原新町7-3 武 井 　 嗣 男 3 高血圧の話・体組成チェック
東原新町13-2 雲 越   タ カ 3 大腸がんについて
西原新町11-1 得 能 　 淑 子 4 大腸がんについて

沼田西 榛名町8-2 金 子 　 く ら 3 花見会･介護保険について
榛名町8-1 宮内  はつえ 3 花見会･介護保険について
榛名町1-2 戸 部   大 吉 3 花見会･介護保険について
榛名町3 金 子   恭 子 3 花見会･介護保険について
清水町4 生 方   洋 子 3 筋トレ
清水町5 小池  よし子 3 筋トレ
清水町6-2 菅 野   君 江 3 筋トレ
清水町5 小池  よし子 3 筋トレ･民謡踊り

沼田南 鍛冶町6 竹 村 　 健 一 3 介護保険について
鍛冶町10 馬場　半次郎 3 介護保険について

利　南 戸鹿野町１、２ 星 野 　 早 苗 5 カラオケ
上久屋馬場 織田澤　澄世 4 認知症予防について
久屋原町1 高 山   澄 子 5 体組成チェック・腰痛体操
久屋原町2 稲垣  かつの 5 体組成チェック・腰痛体操
久屋原町4 中 澤   知 子 5 体組成チェック・腰痛体操
下久屋原 星野 サヨ子 4 食生活について

池　田 上発知町門前1 峰 川  信 夫 4 介護保険制度について
上発知町楚利上 吉 野   進 4 介護保険制度について
上発知町楚利下 峰 川   一 郎 4 介護保険制度について
上発知町坂上 角 田   末 吉 4 介護保険制度について
上発知町馬場 木 村   由 夫 5 介護保険制度について
上発知町上南 戸 丸   た ね 5 介護保険制度について

薄 根 硯田町中 小 林 　 順 一 7 骨密度チェック
硯田町下 金 子 　 幸 子 6 骨密度チェック

川　田 下川田町田中１ 茂 木 　 チ ヨ 6 歯の補綴物の話
下川田町田中２ 生方　志づ子 7 歯の補綴物の話
下川田町宮塚１ 深 津 　 文 子 6 大腸がんチェック
下川田町宮塚３ 深 津 　 京 子 5 大腸がんチェック

利根北 高戸谷 加 藤 　 真 喜 8 大腸がんについて
穴原1･2 中 澤   貞 祇 12 ピロリ菌について
平川立沢下 千 明   睦 枝 5 血圧測定
追貝合同 小 林 　 喜 市 7 輪投げ･スマイルボ－リング･筋トレ
追貝合同 小 林 　 喜 市 7 輪投げ･スマイルボ－リング･筋トレ
追貝合同 小 林 　 喜 市 8 輪投げ･スマイルボ－リング･筋トレ

片　品 菅沼合同 大 竹  敏 彦 10 体組成チェック・レインボー体操
菅沼合同 戸 丸  長 太 10 体組成チェック・レインボー体操

川　場 中野合同 宮田 貴美子 5 糖尿病について
月夜野東 後閑上入 佐 藤 　 興 4 尿・体組成チェック

後閑下入 渋 谷  典 子 4 尿・体組成チェック
真庭政所 大谷 スミ子 9 ピロリ菌について
下牧原－２ 高 橋 　 ミ ネ 4 温泉班会
下牧原の中 山田　八重子 4 温泉班会

月夜野西 月夜野橋下洞上１ 杉木　　定夫 4 高齢期の栄養不足・介護保険の話
月夜野橋下－宿 原沢　　宏吉 4 高齢期の栄養不足・介護保険の話
月夜野橋下－都 木村　　晃昌 3 高齢期の栄養不足・介護保険の話
月夜野橋上 武川　　信子 4 健康班会
月夜野町組 丸 山 　 　 功 5 健康班会
月夜野町組14-2 林   郁 次 4 お茶飲み班会

新　治 布施宿 島 崎   金 衛 5 血管年齢チェック
須川上 佐々木 里子 4 脳卒中の話･塩分チェック
須川中 西 山  良 子 4 脳卒中の話･塩分チェック
須川下 村山 ツヤ子 3 脳卒中の話･塩分チェック
須川十二河原 田 村 　 照 代 8 体組成チェック

昭和東 糸井中宿 須 藤 　 澄 子 5 お花見
昭和南 川額入原中 堤 　 栄 子 7 いきいき体操･歌

川額入原上1 板橋  きみ江 7 いきいき体操･歌
川額入原下1 諸 田   ま つ 6 いきいき体操･歌
川額入原中 堤 　 栄 子 6 いきいき体操･歌
川額入原上2 板 橋   せ い 7 いきいき体操･歌
川額入原下2 堤   き み 7 いきいき体操･歌
川額入原中 堤 　 栄 子 7 いきいき体操･歌
川額入原上1 板橋  きみ江 6 いきいき体操･歌
川額入原下1 諸 田   ま つ 7 いきいき体操･歌
川額入原中 堤 　 栄 子 7 いきいき体操･歌
川額入原上2 板 橋   せ い 6 いきいき体操･歌
川額入原下2 堤   き み 7 いきいき体操･歌

高　山 判形前原 木村　千代子 11 お花見
職 域・他 新婦人 中 島 　 三 枝 13 レインボー体操

新婦人 中 島 　 三 枝 12 レインボー体操
新婦人 中 島 　 三 枝 11 ストレッチ体操･お花見
新婦人 中 島 　 三 枝 12 レインボー体操
いこいの家 奥 木 　 茂 9 体組成チェック

病 棟・他 ふれあいの輪 白井 サユリ 11 花粉症について
 １階北 西畠　みどり 16 メタボ体操（ビデオ）
総 計 81回 473人

利 根 の 保 健

年齢に関係なく、日中の作業・スポーツなどには帽子の着用、こまめな水分補給で体力を保ちましょう。

（２）第501号2011年６月１日（毎月1回1日発行）
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　医師の大幅減員に代表される大きな混乱が職員・組合員とも大き
く影響した１年でした。その中で「利根西部夢プラン」としてはじ
まった、みなかみ町に新たな事業所と組合員ホールをつくる計画で
は、みなかみ４支部の役員が奮闘し、多様なとりくみで活動が活性
化し、出資世帯割合では４支部全てが前年を上回りました。
　また、複数の支部で工夫した活動がすすみ、沼田東では「まちか
ど」「班長交流会」「温泉旅行」「支部学習会」など多彩な活動を実
施しました。月夜野東では運営委員会の毎月開催が定着し、配り手
増やしにも成果がでました。

組織活動四課題を中心にした活動
(1) 新規加入者は 434 人・前年比 119.2％でしたが、目標にはお
よびませんでした。脱退は 376人で純増 58人でした。

（2) 出資金増強では、目標 7,000 万円に対して 4,848 万円でした。
その結果、出資金総額は 12 億 2,092 万円（前年比 100.8%）
になり、一組合員の平均出資額は 4万 6,458 円、出資世帯割
合は 15.7%になりました。医師減による混乱下の中、まさに
組合員に支えられたとりくみでした。

（3) 班会開催は、のべ 755 回、前年比 104.6%で、7支部が目標
達成でした。筋トレやゲームなどの「自主班会」、健康づくり、
ボケ予防のメニューが増加しました。

（4) 活動の担い手づくり
○「歯の保健大学」中央教室を開校し、10人が新たに歯の保
健委員として登録されました。
○群馬中央医療生協主催の「レインボー健康体操」のサブイン
ストラクター養成講座で８人が認定され、班会や行事等で普
及をはじめ大変好評です。

（5) 健康チェックは、目標を超過達成し、8,236 回でした。班会で
は、血圧・体組成チェックを中心に 6,117 人、「まちかど健康
チェック」は 2,119
人の実施がありま
した。また、新規
の郵送式ピロリ菌・
便潜血チェックは
41件で、うちピロ
リ菌で 27 人、便
潜血で３人が陽性
または疑陽性者で
した。班会でも、
①便潜血で 13 人、
②ピロリ菌で８人
が陽性で、早期発見、早期治療等に結びつきました。

（6) ボランティア活動
　　　病院の「玄関ボランティア」には、18人で年間のべ 517人が、

　2010 年度は「全事業所での黒字化」を目標に、収益増、費用削減の
対策をすすめてきました。利根中央病院では、十分な医師体制が確保でき
なかったことにより、救急や入院などの体制が整わず、入院・外来共に患
者数が減少し、残念ながら若干の赤字計上となりました。これには、２年
前から活動を開始した「標準化コスト削減プロジェクト」による価格交渉や
契約の見直しがされ、費用削減がされ効果も発揮されました。目標とした
全事業所黒字化は達成出来ませんでしたが、生協全体では一定の剰余確
保が出来ました。
　2010 年 10月、新たな全国組織として「日本医療福祉生活協同組合連
合会」が設立され、当生協も加盟しました。東日本大震災では、全国的な
支援がとりくまれ、その一員として医療支援、義援金、支援物資の提供な
どに積極的に行いました。
　新年度の重点課題としては、2012 年度以降の展望を切り開き、新病院
建設を具体化するためにも最大限の剰余確保をめざします。そのためにも
薬剤や医療材料等の支出の削減を行いつつ、雇用の確保を前提に、人件
費の検討を行います。さらに、医療・介護の質を高め、選ばれる事業所づ
くりをすすめ、利用結集をはかります。また、各事業所の管理運営を強化し、
職場づくりや医療生協人としての成長がはかれるようにします。

約 8200人の車イス利用や歩行補助をして喜ばれています。「老
健施設とね」の季節行事にのべ 90人、慰問では 7グループの
べ 50人の参加でした。「利根の保健」折り込み作業にのべ 180
人、ラベル貼りは、のべ 33人の協力がありました。

○組合員の主体的活動を強める一環として、全支部で年間計画を作
成し、実行します。
○健康づくり活動の推進のため、新たに「健康づくり委員会」を設
置し、健康づくり課題を具体的にすすめる講座を開き、各種イン
ストラクターの養成をすすめます。
○生協加入パンフを作成し、事業所での加入を中心に、生協をささ
えてくれる仲間づくりを強化します。
○全国４課題目標
　①仲間ふやし 500人

「生協の事業所は
組合員になって利
用」の原則を重視し、
支部・班活動の魅力
向上をはかり、「加入
して良かった」と思
われる医療福祉生協
を目指します。

　②班会　800回
健康を維持して意欲的に生きていくには「支えあい活動」は重
要です。
お互いの元気を確認できる「お茶のみ班会」をはじめ、趣味を
活かした楽しい班会、運動機能を維持向上させる体操系班会等、
工夫した内容で気軽に計画しましょう。

　③出資金ふやし　7,000 万円
医師減員による診療体制や、新病院建設の遅延などの影響も
あり大変な課題です。これには「増資実人数」にこだわり、組
合員の 30％以上が参加する増資のとりくみをすすめます。

　④活動を広げる担い手ふやし
生協活動を維持、発展させていく上で極めて大切な課題です。
各種の健康教室を企画して、健康づくりリーダーの養成に重点を
おきます。機関紙「利根の保健」の未配布地域の解消に努めます。

【利根中央病院】
○病院管理体制の強化のため、新たに副院長 1名、診療部長 1名、
診療技術部長 2名を任命し、管理運営改善に取り組みました。　
○全国の仲間と連携し、民医連の一院所としてこれからも活動する
ことを確認し、医師支援の訴えを行いました。	
○常勤医師 8名の減員もあり、外来診療体制及び救急体制の縮小を
余儀なされた中、救急車搬入率も前年 41%から 34%と低下しま
した。
○群馬県医務課、利根沼田市町村圏振興整備組合、沼田利根医師会
等のご協力を頂きながら医師確保に取り組みました。　
○ＶＲＥ（バンコマイシン耐性腸球菌）院内感染対策として、利根
沼田保健福祉事務所、群馬県衛生環境研究所感染制御センター等
のご指導を受け、感染防止対策を徹底した結果、ＶＲＥの感染拡
大を最小限に抑えることができました。
○医師減員等により新病院
建設の具体化には至りま
せんでした。建設検討チー
ムを立ち上げ、土地問題、
基本的計画の再検討を進
めてきました。
○医療講演・懇談会を計 4
回開催し、当院医師と組
合員の交流を図りました。
新年度は
○常勤医師を確保し、臨床研修病院を維持します。
○今年度支援して頂く民医連支援医師と群馬大学派遣医師らと協力
し、総合病院機能を維持します。
○医療の質の向上、安心安全の医療の追求、接遇改善に努めます。
○医療構想による医療経営構造の転換を進めながら、新病院建設を
具体化し、計画づくりを進めます。

【とね在宅総合センター】
介護老人保健施設とね、とね訪問看護・ホームヘルパーステーション
○通所リハビリテーションは、理学療法士が常勤化し、利用者数
9,186 人（前年比 108.3%）と増加。他事業所からの新規利用に
もつながりました。
○経営改善の取り組み等により開設 10年目で黒字年度となりました。
○訪問看護の訪問回数は、のべ 4,584 件（前年比 121.6%）でした。
ＮＰＯ法人との契約で活動の場を広げました。
○ホームヘルパーの訪問回
数は、のべ 3,590 件（前
年比 90.5%）でした。
新年度は
○安心安全な介護への取り
組み、病院や多職場との
連携強化を更に進めます。
○老健施設を支部の溜まり
場として利用できる様
な、協力協同の輪を広げ
ます。
○訪問看護の業務を知っていただき、利用し易い訪問看護を目指し
て行きます。　　　　　　　　　　　　　　　　
○病棟カンファレンスへの参加や退院調整看護師との連携を継続的
に行います。
○介護保険制度や利用方法などをテーマにした班会を開催します。

【とね診療所】
○一般外来：病院との連携・定期往診を強化します。
○精神科デイケア「ふれあいの輪」：本人と医師とスタッフ全員で、
生活全般に関わる問題点の改善を目指します。

【利根歯科診療所】
○管理体制の変更と若手職員
の比率が高まる中、「安心・安
全・信頼」の医療の追求につと
めました。
○利根西部夢プランの歯科事
業の実現目指して準備を行
いました。
○診療所利用のための情報提
供を目的に、受付パンフの
充実・自由閲覧の改善をしました。
○ 7月には子供歯の保健教室、8月には歯の保健大学を開催しました。
新年度は
○引き続き「安心・安全・信頼」の歯科医療の充実に努めます。
○次世代を担う人材の確保と育成をすすめます。
　（歯科医師臨床研修単独型３名、管理型	１名研修医受け入れなど )
○新潟民医連歯科開設に向けた準備を支援します。
　（２名の歯科医師の研修継続と２名の歯科衛生士の研修受け入れ）
【片品診療所】
○医師体制の厳しさから上半期の診療体制は火曜日、下半期は火・
木曜日が休診となり 1日平均患者数が増加し、待ち時間の増加と
なりました。
新年度は
○診療日数の充実をはかります。
○僻地医療や医療生協活動を体験できる医系学生実習受け入れを行
います。
○利用委員会を定期開催し、利用しやすく、高齢者にやさしい診療
所づくりを目指します。

【生協みなかみ歯科】
○地域の医療機関と連携するとともに、往診も行います。
○生協活動を通じ予防活動を行います。
○利用委員会を立ち上げかかりやすさを追求します。
○組合員ホールを活用し、組合員と職員の交流を深めます。

○予防接種公費助成の実施と国民健康保険証の発行・子どもの貧困
等、事前に学習会を行い、地域住民のいのちを守る議題について、
利根沼田地域の自治体と懇談し助成につながる成果があがりました。
○「虹のバレンタイン行動」では、チョコとカードを1,400セット配布
しました。併せて「後期高齢者医療制度即時廃止、安心の医療を
求める請願」署名を訴え、65人の方から協力が得られました。
○「ユニセフ」が取り組んでいる募金活動へは44,395 円ではしか予
防ワクチン2千人分、「使用済み切手」は約 8.5㎏で現地の数百人
分の肺炎治療が可能となりました。
新年度は
○高齢者の生活と人権を守る運動や
「高齢者にもすみやすいまちづく
り」の展開などを、利用者・家族・
行政などと連携して進めます。
○他団体と連携し、戦争や核のない
平和な社会づくり運動に取り組み
ます。

保健組織活動
2010年度のまとめ

2011年度の方針

生 協 の 資 産

◎資産の部 ◎ 収 益 の 部

◎ 費 用 の 部

◎負債及び純資産の部

（2011.3.31現在）
2010年度決算 2011年度予算

（案）

流 動 資 産

固 定 資 産

合　　計

流 動 負 債

固 定 負 債

出 資 金

剰 余 金

合　　計

事 業 収 益

事業外収益

　合　 計

薬品・材料費

人 件 費

委 託 費

物 件 費

減価償却費

支払消費税

事業外費用

　合　 計

経常剰余金

１,８０１,１７３
４,００９,３０４
５,８１０,４７７

 
 

　 　

１,３８３,８４９
２,９１６,８１４
１,２２０,９２５
２８８,８８９

５,８１０,４７７

７,３０２,１０９
２５,４１１

７,３２７,５２０

２,００３,３２１
４,２８２,３３３
２２６,４９７
３８２,２１２
２６３,３１４
１３２,９４０
２０,３２７

７,３１０,９４４

１６,５７６

７,３０７,５９９
２３,３０８

７,３３０,９０７

１,９９９,２９２
４,３０６,０２７
２２３,５０１
３８８,８５７
２４０,５０８
１３０,５８３
１７,７１０

７,３０６,４７８

２４,４２９

①組合員の総力をあげて常勤医師を迎え、地域医療と新病院建設の展望を切り拓こう

②地域で安心して住み続けられるよう、高齢者のたまり場や通院支援など、組合員の思
　いをかたちにかえよう

③支部を軸に、班を基礎に「出会い・ふれあい・支えあい」の輪を広げ、組合員が主人
　公の運営をしよう

④利根西部の拠点として、生協みなかみ歯科、つきよの虹ホールを大きく発展させよう

⑤高齢者をないがしろにする、後期高齢者医療制度の廃止と消費税増税を止めさせよう

2011年度スローガン（案）2010年度のまとめと2011年度活動方針（案）
この1年間にみんなで行なってきた主な活動、今後1年間にみんなですすめる主な内容を紹介します。

単位千円

各地で開催、まちかど健康チェック
尾瀬市場店内借用、沼田東支部

水上小学校「金管バンド」動きと活気のある演奏に感動
第 34回保健組織活動交流集会オープニング

東日本大震災被災支援　南相馬市避難者と片品で交流

老健とね「大運動会」赤城、榛名二組で対抗戦

子ども歯の保健教室　14人の小学生が参加

使用済み切手　８．５㎏回収しユニセフへ

生協みなかみ歯科オ
ープン
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子
ま
き
の
頃

ふ
る
べ
つ
ゝ
磁
石
の
針
は
北
を
指
す
津
波
悲
し
む
す
ぐ

に
向
へ
と

「
孫
」
と
云
ふ
演
歌
の
歌
詞
に
有
る
ご
と
く
吾
に
曾
孫

に
勝
る
も
の
な
し

大
人
の
む
し
歯

（
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
、
歯
間
ブ
ラ

シ
な
ど
）
の
使
用
も
有
効
的
で

す
。
ま
た
、
む
し
歯
予
防
に
効
果

的
な
フ
ッ
素
が
入
っ
た
歯
磨
き
粉

を
必
ず
使
っ
て
下
さ
い
。（
現
在

市
販
さ
れ
て
い
る
歯
磨
き
粉
の
ほ

と
ん
ど
に
配
合
さ
れ
て
い
ま
す
。）

■
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

◦
量
で
は
な
く
て
回
数
に
注
意

　

ご
く
初
期
の
虫
歯
は
、
唾
液
に

よ
る
作
用
で
自
然
に
修
復
さ
れ
ま

す
。
1
日
3
食
の
他
に
間
食
が
増

え
る
ほ
ど
、
こ
の
修
復
作
業
が
間

に
合
わ
な
く
な
り
、
虫
歯
の
進
行

を
後
押
し
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ダ

ラ
ダ
ラ
食
べ
の
習
慣
は
改
善
し
ま

し
ょ
う
。

◦
就
寝
前
は
控
え
め
に

　

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
を
お

持
ち
で
す
か
？　

歯
科
医
院
に
定

期
的
に
通
院
す
る
こ
と
で
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
で
足
り
な
か
っ
た
部
分

の
お
手
入
れ
を
補
い
、
点
検
に
よ

り
む
し
歯
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
高
年
以
降
の
む
し
歯
は
、
口

腔
衛
生
の
み
だ
け
で
は
な
く
、
全

身
的
、
精
神
的
、
生
活
習
慣
（
食

習
慣
） 

な
ど
の
リ
ス
ク
が
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
院
に
通
院
し
、
お
口
の

中
だ
け
で
な
く
、
全
身
、
精
神
、

生
活
習
慣
も
し
っ
か
り
把
握
し

て
、
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
し
、

８
０
２
０
を
達
成
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
！

　

就
寝
直
前
の
飲
食
で

は
、
寝
る
ま
で
に
唾
液

に
よ
る
自
然
修
復
が
間

に
合
い
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
眠
っ
て
い
る
間
は
、

唾
液
が
あ
ま
り
出
な
い

た
め
虫
歯
が
最
も
進
む

時
間
帯
で
す
。
就
寝
前

の
飲
食
は
、
虫
歯
に
格

好
の
ご
ち
そ
う
を
残
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
歯
科
医
院
を
上
手
に

　
利
用
す
る

①
ゆ
っ
く
り
と
進
む

　

子
供
の
場
合
は
、
生
え
た
て
で

歯
の
表
面
の
成
熟
度
が
低
く
溶
け

や
す
い
の
で
す
が
、
大
人
の
場
合

は
完
成
し
て
い
ま
す
の
で
ゆ
っ
く

り
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
ま
た
、
痛
み
が
で
な
い
こ
と

も
あ
り
、
進
行
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

②
唾
液（
つ
ば
）が
減
る
と
・
・
・

　

む
し
歯
の
な
り
や
す
さ
に
は
、

唾
液
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
唾
液

の
量
が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
酸
性
を

元
に
戻
す
能
力
の
高
い
唾
液
ほ
ど

む
し
歯
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
し

か
し
、
年
を
と
る
に
つ
れ
全
身
疾

患
の
た
め
の
薬
を
服
用
す
る
こ
と

が
増
え
、
そ
う
し
た
薬
の
中
に
は

唾
液
分
泌
を
減
ら
す
も
の
が
多

く
、
口
の
中
が
渇
き
む
し
歯
に
な

り
や
す
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

さ
ら
に
、
現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

や
疲
労
も
全
身
疾
患
だ
け
で
な

く
、
お
口
の
中
に
ま
で
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

③
歯
周
病
に
よ
り
露
出
し
た
歯
の

　
根
っ
こ

■「
歯
磨
き
」で
除
去
！

◦
夜
の
歯
磨
き

　

朝
や
日
中
が
忙
し
い
人
も
、
夜

は
少
し
時
間
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
虫
歯
は
就
寝
中
に
進

行
し
や
す
い
の
で
、
一
日
の
中
で

も
夜
の
歯
磨
き
に
重
点
を
お
い
て

磨
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
す
べ

て
の
プ
ラ
ー
ク
を
夜
に
落
と
す
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
歯
並
び

が
悪
い
場
所
や
歯
と
歯
の
間
に
隙

間
の
あ
る
人
は
特
に
補
助
道
具

　

歯
周
病
に
よ
り
、
骨

が
壊
さ
れ
る
と
本
来
隠

さ
れ
て
い
た
歯
の
根
っ

こ
が
お
口
の
中
に
露
出

し
て
き
ま
す
。
こ
の
根

の
表
面
は
エ
ナ
メ
ル
質

よ
り
も
溶
け
や
す
く
、

こ
う
し
た
部
分
に
む
し

歯
が
で
き
る
の
も
特
徴

の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

乳
歯
と
違
っ
て
生
え
替

わ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
治

し
た
部
分
と
の
境
目
か

ら
再
発
す
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
む
し
歯
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
む
し
歯
と
は
、
細
菌
が
作

る
酸
に
よ
り
歯
が
溶
け
て
し
ま
う

病
気
の
こ
と
で
す
。
歯
周
病
と
並

び
、
歯
科
の
二
大
疾
患
の
一
つ
で

す
。

　

班
長
と
し
て
長
年
、
機
関
紙
「
利

根
の
保
健
」
を
配
布
し
て
き
た
前
総

代
の
睦
枝
さ
ん
。
農
家
で
毎
日
忙
し

い
が
「
数
年
前
に
利
根
中
央
病
院
で

手
術
を
受
け
、
お
礼
に
何
か
で
き
る

こ
と
を
」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
健
康
が
心

配
」
と
機
関
紙
配
布
に
は
、
4
人
の

か
わ
い
ら
し
い
お
孫
さ
ん
が
協
力
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
地
元
の
野
球

ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
小
学
6
年
生
、

末
娘
の
未
歩
ち
ゃ
ん
が
お
手
伝
い
。

保
育
園
の
頃
か
ら
挨
拶
を
し
な
が
ら

配
布
し
、
近
所
の
人
に
も
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
「
頼
ま
な
く
て
も
届
く
と
す
ぐ
配

布
し
て
く
れ
て
と
て
も
助
か
っ
て
い

る
」
と
睦
枝
さ
ん
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。

利 根 の 保 健

熱中症は働き盛りでも起こります。野外での農作業などは早朝にすませて、日中は長めの昼休みを取るなど、余分な体力の消耗をさける工夫をしましょう。
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大
人
の
む
し
歯
は

沼
田
市
利
根
町
平
川
　
千
明 

睦
枝
さ
ん
・
未
歩
ち
ゃ
ん

む
し
歯
と
は
？

歯の根っこのむし歯

歯の病気は細菌感染症

むし歯 歯周病

大
人
の
む
し
歯

〜
歯
の
根
っ
こ
に
ご
注
意
〜

掲載希望の方は ①お子様氏名 ②年齢 ③住所 ④コメント
（13文字以内）⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局  E-mail:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp

沼
田
市
西
倉
内
町

須
田
那な
ち椿

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

パ
パ
に
そ
っ
く
り
な
女
の
子
♪

沼田市横塚町

梅澤萌
もも

桃ちゃん（５歳）

　　睦
むつと

斗くん（３歳）
たよりにしてますお姉さん！

　
む
し
歯
と
い
う
と
、“
子
供
の
病
気
”
と
い
う
、
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
で
し
ょ
う
か
？
　
確
か
に
、
大
人
に
比
べ
て
子
供
の
方
が
む

し
歯
に
か
か
り
や
す
い
と
言
え
な
く
も
な
い
で
す
が
、
大
人
も
も

ち
ろ
ん
む
し
歯
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
20
〜
30
年
の
間
に
、“
子
供

の
む
し
歯
”
は
大
き
く
減
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
虫
歯
は
予
防
で

き
る
疾
患
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、“
大

人
の
む
し
歯
”
は
今
も
昔
も
、
あ
ま
り
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
人
の
虫
歯
の
有
病
率
は
、
先
進
国
の
中
で
最
悪
で
す
。

　
今
回
は
、
特
に 

“
大
人
の
む
し
歯
”
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

利根歯科診療所
歯科衛生士

小池恵理子

利
根
川
の
片
に
ご
り
な
り
田
植
ど
き

ワ
イ
パ
ー
の
二
拍
子
リ
ズ
ム
梅
雨
さ
中

沢
音
や
の
の
字
に
目
覚
む
こ
ご
め
摘
む

検

診

の

疑

い

晴

れ

て

風

光

る

母
の
日
に
嫁
よ
り
届
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

里
の
景
映
す
代
田
や
暮
れ
な
ず
む

沼
田
市
戸
鹿
野
町　
　

戸　

丸　

泰
二
郎

み
な
か
み
町
下
牧　
　

高　

橋　

勝　

巳

沼
田
市
桜
町　
　
　
　

名
胡
桃　

董　

光

沼
田
市
上
発
知
町　
　

峰　

川　

信　

子

沼
田
市
上
発
知
町　
　

田　

村　

し　

ま

み
な
か
み
町
入
須
川　

上　

村　

泰　

流

み
な
か
み
町
粟
沢　
　

眞　

庭　

義　

夫

　
　
　
　
　
　

沼
田
市
高
橋
場
町　
　

笛　

木　

力
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
坊
新
田
町　
　

小　

林　

初　

江

　
沼
田
市
横
塚
町　
　
　

清　

水　

豊　

子

　
片
品
村
摺
渕　
　
　
　

千　

明　

洋　

子

　
沼
田
市
上
発
知
町　
　

田　

村　

稲　

雀

　
白
沢
町
尾
合　
　
　
　

飯　

田　

清　

子

子ども「歯の教室」
　開催します！

日　時 … ７月９日（土）
　　　　　午後１時２０分〜
場　所 … 利根歯科診療所
対　象 … 小学生
参加費 … ５００円

参加希望・お問い合わせは、
利根歯科診療所（☎２４−９４１８）まで

孫
の
気
持
ち
に
感
謝

効
果
的
な

　
　
む
し
歯
予
防


